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ぴぴっと(PPT)とは…Paper(新聞) Practice（実践）theory（理論）Philanthropy（社会貢献） 

 
お母さんといっしょ 

こ
ん
な
の
が
で
き
ま
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                      

     熱中しています                                                        

                 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 

                               
                                

 
ＮＯ.１０ 冬号 

平成 1４年１２月１日 
発 行 

ぴぴっと（PPT）研究会 
 

 

（北小３年生の男児）

 今回、初めて子どもと一緒に参加しました。行く前はうちの子もつ

いていけるかしら、知らない子達の中で大丈夫だろうかと、親子とも

ども不安でしたが、すぐによそのお兄ちゃんたちと仲良くなり、とて

も楽しそうに活動しているのを見て安心しました。 

 新聞の写真に話しかけるところでは、いろいろ迷っていたようです

が、ちょっと声をかけてあげたら安心したみたいで、親子で参加する

のもいいなあと思いました。※翌日の新聞に｢子どもぴぴっとクラブ｣

のことが載っていて、記事の中に自分のことが書かれていたのをとて

も喜んでいました。次回はどんなことをするのか楽しみにしているよ

うです。                           

第５回子どもぴぴっとクラブ

開催のお知らせ 
と き ：平成 15 年１月 25 日(土)

     午前 10 時～12 時 

ところ ：生涯学習センター 

     ｢遊 YOU 学園｣ 

申し込み先：FAX で 

      ６４－０７５８ 

小学生の子どもたちを対象に、遊びを通

して新聞に親しみ、自然に表現力や国語

力を身につけてもらおうという趣旨で、

ぴぴっと研究会が主催している会です。

 

今
回
で
四
回
目
を
む
か
え

る
「
子
ど
も
ぴ
ぴ
っ
と
ク
ラ

ブ
」
。 

 

毎
回
欠
か
さ
ず
や
っ
て
く

る
子
、
初
め
て
参
加
し
た
子
、

と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ど
の

子
も
お
話
を
よ
く
聞
い
て
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
な
あ

と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い

ま
す
。 

 

新
聞
の
写
真
に
話
し
か
け

て
み
よ
う
！
と
投
げ
か
け
る

と
、
写
真
の
中
の
人
物
や
動

物
、
は
て
は
機
械
に
ま
で
思

い
思
い
の
言
葉
で
話
し
か
け

る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
発
想

の
自
由
さ
に
は
脱
帽
で
す
。 

 

新
聞
に
は
全
国
紙
と
地
方

紙
が
あ
る
こ
と
を
勉
強
し
た

後
、
新
聞
の
中
に
出
て
く
る 

県
名
を
探
し
て
白
地
図
に

書
き
込
ん
で
い
く
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
県
名
を
覚
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
東
京
の
記
事
が

一
番
多
い
と
い
う
発
見
も

し
て
い
ま
し
た
。 

※岩手日日新聞 2002.11.17.付 

11 月 16 日(土) 

於 生涯学習センター

｢遊・YOU 学園｣ 

参加人数 小学生 14 名
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読書が好きになるか嫌いになるかの大事な時期が、この時期のように思われます。 
子どもが本に興味を持つ時期は決まっていませんが、この時期に読書に関するよ 

い刺激（環境）を与えることで、読書の楽しさが理解できるようになると思います。 
 

１． 活字が小さく文章量の多い読み物 
  絵本や幼年童話に親しんだ子どもたちは、自然に活字の多い本を読むよう 

になり読書量も増えてきます。 
 この時期は、子どもたちの生活をリアルに生き生きと描いた作品が子どもた 
ちをとりこにします。 

 ＜登場人物の行動に親近感を持てる本＞ 
  「チョコレート戦争」「それいけズッコケ三人組」 
 ＜ユーモアのある内容の本＞ 
  「吉四六さんと庄屋さん」「一休さん」 
２． 伝記やシリーズものを読んで読書量が増える 
  伝記を好んで読む傾向が見られるのもこの時期です。何冊も伝記を読むこと 
で読書量も増えることになります。 
 また、伝記だけでなく気に入った本のシリーズをどんどん読んでいく傾向も 
ありますし、本の好みも男女で違いがでてくるのもこの時期だと思います。 
 親も子どもの読んでいる本を読んでみて、本についての感想を話し合ってみ 
るのも、子どもを読書に導くよい刺激となると思います。 
 親が、子どもの頃に読んだ本を子どもたちに紹介してあげましょう。 
 

          

読
書
が
好
き
に
な
る
本
の
選
び
方 
３ 

 
 

 
 

低
学
年
か
ら
中
学
年
へ 

 
 

  

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
十
一
月
十
四
日
、
中
央
教

育
審
議
会
は
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本
法

と
教
育
振
興
基
本
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
中
間
報
告

を
遠
山
敦
子
文
部
科
学
相
に
提
出
し
た
。
十
五
日
付
各
紙

は
一
斉
に
中
間
報
告
を
論
じ
た
。 

 

朝
日
新
聞
―
―
教
育
基
本
法
見
直
し
の
方
向
性
示
す
、

「
国
を
愛
す
る
心
」
盛
る
、『
理
念
も
て
あ
そ
ぶ
暇
は
な
い

（
社
説
）
』 

岩
手
日
報
―
―
教
育
基
本
法
の
全
面
改
正
を

提
言
、
公
共
、
愛
国
心
を
重
視
、「
家
庭
の
責
任
」
を
規
定
、

『
な
し
崩
し
の
理
念
転
換
、
子
ど
も
の
現
実
に
迫
ら
ず
（
核

心
評
論
）
』 

毎
日
新
聞
―
―
教
育
基
本
法 

中
教
審
報
告

こ
そ
見
直
し
を
…
…
読
売
新
聞
―
―
教
育
基
本
法 

改
正

を
『
再
生
』
へ
の
一
歩
と
し
た
い
…
… 

日
経
新
聞
―
―

『
日
本
再
生
』
へ
向
け
た
教
育
基
本
法
見
直
し
…
…
等
々
、

中
間
報
告
全
文
と
新
聞
と
を
読
み
比
べ
な
が
ら
進
む
と
か

な
り
勉
強
に
な
る
。 

 

二
十
一
世
紀
の
教
育
が
目
指
す
も
の
―
―
こ
れ
か
ら
の

教
育
目
標
―
―
④
新
し
い
「
公
共
」
を
創
造
し
、
二
十
一

世
紀
の
国
家
・
社
会
の
形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
日
本

人
の
育
成
で
は
「
国
民
は
よ
り
良
い
国
づ
く
り
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
主
体
的
、
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
を
求
め

ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
新
し
い
『
公
共
』
と
で
も
い

う
べ
き
観
点
に
立
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
…
…
」
当

研
究
会
も
議
論
を
深
め
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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    ８月と１０月、金沢の伏見高校と地元 

西和賀高校の生徒のみなさんと一緒に、 
くり拾いと草花を使っての冠つくりをし 
ました。子どもたちは、お姉さんたちと 
一緒に作ったお気に入りの冠をかぶって 
記念写真を撮りました。高校生のみなさ 
んは、保育体験を通してどんなことを感じ 
たのでしょう。 

                            西和賀高校の生徒さんからの感想を紹 
介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                              
                                                          

                                                            

 

 

さんやそう ３ 
鉢で育てた山野草を愛でるのもいいが、自然の中で観

る山野草は格別である。カメラ趣味の人には堪えられな

い喜びであろう。 
昨年６月みちばたの少し湿地がかった場所でサワラン

に会うことができた。湿地は山野草の宝庫である。今で

はすっかり園芸種になったサギソウ、さらにトンボソウ、

ギボウシ、サワギキョウ、ウメバチソウ、カキランと数

え切れないほどで、その中でもサワランはその鮮やかな

ピンクは誰の目にもとまるすばらしさだ。 
さて、この６月その日を心待ちに行ってみてがっくり。

むざんにも掘られたあとだけ残っていた。あまりの素晴

らしさに掘って持っていく気持ちもわかるが、所詮どん

なに大切に育てようが、いずれは失敗するだろうと思う

と残念でならない。   （沢内村  大石 信夫氏 提供）
サワラン 

 

高高校校生生のの保保育育体体験験のの感感想想はは??  
沢内村せんだん保育所  

佐藤 りき子 

金沢伏見高校の生徒さんと一緒に 

＊  ひとり一人がすごく活発な面もあれば、静かな面もあって、とても楽しかった。保育所に入っ

ている年代は素直だと思いました。自分もこんくらいの時はこんな感じだったとふりかえること

ができました。久しぶりに工作などもして楽しかった。（男子） 
＊  保育体験の感想は楽しかったけど疲れた。最初は「なじめるかな？」と思っていたけど、近づ

いて話してみたら、会話とまではいかなかったけど話はできた。みんながついてきてくれたよう

な気がしてうれしかった。一番小さなクラス（０歳～３歳未満）を手伝わせてもらって大変だっ

たのは、トイレを手伝わなければならないことでした。トイレは時間が決まっているみたいで、

一斉にトイレに向かわせます。ご飯も年齢ごとに少しちがっていた。１歳の子どもたちのおかず

は、食べやすいように小さめにしていたし、箸ではなくスプーン二つだった。一つは自分で食べ

るもの、もう一つは私たち（保育士）が食べさせるためのものでした。（女子） 
＊  子どもはいいなぁと思った。子どもは子どもなりの考え方があるんだなぁと、けんかを見て分

かった。（男子） 
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 平成１２年４月２４日ぴぴっと(PPT)研究会結成、同年７月３１日会報「ぴぴっと」創刊号を２ページ

構成で発行した。その後、第４号から４ページ、第８号から６ページ、そして夢だった第１０号８ページ

と着実に前進してきた。各界の代表から心のこもった励ましのお言葉をいただいた。 

会報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

継続は宝なり    
北上市立公民館連絡協議会 会長 高橋 英夫さん 
 

 今年の 11 月 2 日読売新聞の記事で、80 年以降、毎年秋の「読書週間」を

前に世論調査を実施、その結果、１ヶ月間に本を読まなかった人は、80 年

代はおおむね 3 割台なのが、今年の調査では 54％と 5 割を超えた。「心の教

育」、「美しい心」、「よい言葉」、「正しい文字」を育てるには活字に親しむス

クラップの活動や読書の役割は大きい。「ぴぴっと研究会」に期待すること

は大きい。子供の本離れは深刻と識者は言う。 
 黒沢尻西小学校で、小笠原味佐枝先生の指導で昭和 53 年 3 月、朝日小学

生新聞・朝日新聞社主催、第 7 回全国学校新聞コンクールで文部大臣奨励賞

受賞の感動は忘れない。継続は宝なり。  （北上市立黒沢尻北公民館長）

ぴぴっとの夢に向かって 
        北上地区新聞教育研究協議会 会長 佐々木征子さん 
 
 季刊「ぴぴっと」が早や 10 号を迎えられましたこと、心からお喜び申し

上げます。 
 ぴぴっと研究会の会長さんはじめ会員の皆様方には、日頃より当研究協議

会のためにご指導ご支援をいただき、誠にありがとうございます。この紙面

をお借りしてお礼申し上げます。 
 明るいニュースが少ない昨今、「ぴぴっと」は私達に希望と行動する勇気

を与えてくれています。読みやすく、ピッと感じて、サッと行動に移せそう

な内容が満載。紙面もしだいに拡大されてきていることは活動も充実し拡大

していることを物語っています。 
 「新聞の理論と実践を研究しながら社会貢献をしよう」という夢の実現に

向けて、日々歩んでおられることに敬意を表すると共に、今後ますますの充

実・発展をお祈り申し上げます。     （北上市立黒沢尻東小学校長）



 ５

 
 
 
 
 
 

ジャーナルの重要性学ぶ 
北上国際交流チーフアドバイザー 薄衣景子さん 

 
 英和辞典の journal をひくと初めに日誌が出てくるが、広辞苑でカタカナ

のジャーナルは日刊新聞とか定期刊行物になる。先日北上で「ペアレント・

プロジェクト」が開かれ、そのワークショップの中で、journal（日誌）を

つける重要性を学んだ。その手法の中では、紙に書かれた感想にプラス思考

でコメントを書くことによって互いに共有でき、新しいアイディアが生ま

れ、一人では考えつかないことでも、実現可能な距離になり、さらに具体的

に視野に入る。色々なところで応用でき、そこが dairy（日記）との違いと

思った。 

イメージに合った活動を 
「二丁目公園だより」編集長 外山輝彦さん 

 
ぴぴっと研究会を知ったのはつい最近で「二丁目公園だより」を発行する

ようになってからです。 
“ぴぴっと”から連想することは“てきぱき”とか“しゃきしゃき”を連

想します。本来の語源とは違うかもしれませんが、これからもこのイメージ

に合うような活動をしていただきたいと思います。 

市民が出来ることは市民の力で 
いわて NPO-NET サポート 代表理事 高橋敏彦さん 

 
 「ぴぴと」第 10 号発行おめでとうございます。小笠原さんにはいわて

NPO-NET サポート理事として、公園づくりグラウンドワークはじめ、様々

な活動で大変お世話になっております。 
 私たちの団体は NPO を支援する NPO として活動を始めてから早や 3 年

になります。裏方、縁の下、黒子的活動がほとんどですので、市民の皆さん

には何をやっているのかがあまり見えないかもしれません。一言でいえば

「市民が出来ることは、市民が力を合わせてやりましょう」そんな考えの市

民をどんどん増やすことが私たちの仕事かなと思っています。お陰様で、そ

んな思いの仲間が徐々につながって、北上地域だけでなく、岩手県内広くゆ

るやかなネットワークが出来てきたようです。 
行政の皆さんにも私たちの活動を少しずつ理解していただいているので

はないかと思っております。 
私たち一人一人はそれほど大きなパワーをもっているわけではありませ

んが、もっともっとつながることで、少しは社会の役に立つかなと思いなが

ら、楽しく活動してまいりますのでこれからもよろしくお願いします。 
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Ｑ： 写真を掲載する場合に注意する 
ことは何ですか？ 

№ ８                 （北上市  中学校ＰＴＡ広報委員）       

 

写真の役割 
 
普段みる新聞をはじめ市町村の広報誌や PTA新聞には、必ず写真が掲載されています。文章

だけでは伝えきれない生きた場面や表情など、写真の持つ特性を生かすことで、その記事が一

段と深みのあるものになります。また、写真そのものがニュース的要素の高いものであること

から、掲載する場合にはいくつかの留意点があるように思います。 
 
 

写真掲載の注意点 
 
１ 記事の内容に合った写真を用いること 
   （避けたい例） 学習発表会の記事で、文章では子どもたちの活躍を書いているのに、子供たちの写

真よりも校長先生の挨拶写真が主になってしまった場合。 
 
２ 写真にはコメントをつけるようにすること 
    文章中で写真の解説をしている場合は必ずしもつけなくともよい。 
 
３ 人物写真の場合には顔の向き等も考えて載せること 
 
                         人物の顔写真を載せる場合、 
                        Ａのようにページの外側を向く 
                        のではなく、Ｂのように内側を 
                        向くように配置した方がよい。 
 
 
４ 同一号上でおなじ写真は使わないこと 
    違うアングルであっても、同じ人物や同じ場面が何度も出てくるのは、あまり好ましくない。 

 

 

 

 
 

☆ 静電気を避けるには… 
 
寒くなって空気が乾燥してくるこの時期、車やドアなどに触れる  ちょっと 
と「バチッ」とくる静電気。いやですよね。あらかじめハンドク   ひと休み 
リームをぬっておくのもよいそうです。おためしください。      知ってます？ 
                                              こんなこと 
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田付 京子さん       ―――メリットの多い「まうすりい」の世界――― 

     
 月１回の「まうすりい」の参加も、もう２0 回を超えた。夫がスクラップをやっていたことも
あり、関心事ではあったが、色々な意味で得るものが多いと感じている。 
  

(1) 構成メンバーは若い主婦と中高年が半々、やはりそれぞれの観点・視点が異なり、同じ記
事についての論点等も違ってくるので、ディスカッションも厚みがありおもしろい。新聞はテレ

ビやラジオに比べ、活字を通して知ることでニュースの印象が深くなり、年代によって記事の捉

え方が大きく異なるのも意味のあることで、毎日、新聞から目が離せない昨今である。 
  

(2) スクラップについてもよく話題にでるが、その有効性・楽しみ方・テーマの選び方等につ
いては、会員のみなさんと共に進めたい課題であり期待されるところでもある。 
  

(3) ある時、若い会員から「新聞を作っている親戚がいる。」という話が出た。親子の語らい
を中心に写真なども取り入れたファミリー新聞。久しぶりに夢のあるさわやかな世界を垣間見た

思いであった。 
  

(4) 最後のメリットは、会が終わった後の会員数人との軽食をとりながらの新聞談義であり、
毎回趣のある店舗を訪ね歩くことは、「まうすりい」の大きな楽しみとなっている。 

新聞を読んで今を語る会（通称：まうすりい）は、複数の新聞を読み比べ、社会

情勢から身近な出来事まで、いろいろな事柄について楽しくディスカッションしな

がら、お互い刺激しあって自分を高めていくことを願いスタートした会である。 
ぴぴっと研究会では、平成 13 年 4 月より「まうすりい」を開始。平成 14 年 11

月現在 20回を数える。 
毎月第 2火曜日、10時から 12時まで北上市立黒沢尻北公民館を会場に開催中。

参加希望者はどなたでも大歓迎！！  

 



 ８

編 集 後 記 

師走に入り､今年も残り少なくなりました。 

会報「ぴぴっと」は、１０号を記念し、特集を組んでみました。 

お忙しい中、原稿をお寄せくださった方々に心よりお礼申し 

上げます。 

 ２０号記念を出すころにはどんなふうになっているでしょう。 

  
 
          
 

  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                                    

                              ご意見･ご感想をお待ちしております。 

                                              

 

 

 
新聞広告 

 
日清･日露の両戦は、戦況を知ろうという購読者の

激増で、新聞の発行部数を大幅に伸ばした。このた

め新聞の媒体価値も高まり、大型広告や案内広告な

ども掲載され、広告収入が新聞社の盛衰興敗を決す

るとまで言われるようになった。 
 単に活字の大きさに大小をつけるだけでなく、

丸・三角・化粧品のびん形や、わざとめだたせる

よう横向きや、さかさまのスペースを提供するな

どかなり思い切った紙面構成をやってのけた。明

治二十三年には、「報知新聞」が色刷り輪転機を

購入、のちに広告面にも色刷りを採用し、広告主

をよろこばせた。 
 

十
月
、
東
北
大
会
へ
行
っ
た
娘
か
ら

「
お
か
ー
さ
ん
全
国
大
会
だ
よ
。
幕
張

メ
ッ
セ
に
行
け
る
ん
だ
よ
。
」
と
昂
奮
し

た
電
話
。「
練
習
の
成
果
だ
よ
ね
。
よ
か

っ
た
、
よ
か
っ
た
ね
。
」
と
言
っ
て
電
話

を
切
る
。
こ
れ
は
、
応
援
に
行
く
し
か

な
い
で
し
ょ
。
と
い
う
こ
と
で
、
私
は

母
・
息
子
を
連
れ
て
十
一
月
二
十
三
日
、

一
泊
二
日
で
千
葉
・
幕
張
で
行
わ
れ
る

マ
ー
チ
ン
グ
全
国
大
会
へ
応
援
に
行
く

こ
と
と
な
っ
た
。

新
幹
線
は
母･

息
子
と
も
初
め
て

で
緊
張
し
た
様
子
。
が
、
息
子
は
乗

る
と
す
ぐ
に
漫
画
本
を
読
み
は
じ

め
た
。
も
う
少
し
感
動
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
の
は
私
だ
け
？ 

上
野
駅
で
、
ま
ず
、
「
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
に
乗
る
と
き
は
左
端
に
寄

る
こ
と
。
二
人
並
ん
で
乗
ら
な
い
こ

と
。
」
と
教
え
る
。
上
野
動
物
園
で

パ
ン
ダ
の
背
中
を
見
て
、
国
立
科
学

博
物
館
で
恐
竜
の
親
子
の
化
石
を

見
た
。
や
は
り
国
立
の
博
物
館
は
迫

力
が
あ
る
な
ー
と
感
激 

東
京
タ

ワ
ー
で
夜
景
を
見
て
か
ら
ホ
テ
ル

で
マ
ッ
ク
。 

 
 

 
 

 
 

 

翌
日
、
せ
っ
か
く
な
ら
正
面
の
席

で
応
援
し
た
い
と
、
朝
食
後
、
早
め

に
幕
張
へ
向
か
う
。
車
中
、
シ
ン
デ

レ
ラ
城
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
幕
張

メ
ッ
セ
に
十
時
ご
ろ
着
く
が
、
も
う

百
人
以
上
の
人
が
並
ん
で
い
る
。
二

時
間
半
後
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
中

に
。 

 

出
場
団
体
全
員
が
参
加
し
て
の
開

会
式･

全
員
で
演
奏
す
る
雷
神
。
迫

力
の
あ
る
演
奏
・
楽
し
い
演
出
を
し

な
が
ら
の
演
奏
・
・
。
い
よ
い
よ
娘

の
学
校
が
。
思
わ
ず
手
に
力
が
入

る
。
転
び
ま
せ
ん
よ
う
に
と
願
う
。

結
果
は
、
優
良
賞
。
今
ま
で
よ
く

が
ん
ば
っ
た
と
思
う
。 

ま
た
、
来
年
に
向
け
て
練
習
大

変
だ
け
ど
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
お
母
さ
ん
も
で
き

る
こ
と
は
協
力
す
る
よ
。 

 

と
に
か
く
東
京
は
人
が
多
い
。

ど
こ
か
ら
か
湧
い
て
い
る
よ
う
。

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
会
員
が
、
最

近
感
じ
た
こ
と･
出
来
事
な
ど
、
交

代
で
担
当
し
ま
す
。 

（
Ｈ
） 
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